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北海道におけるキリ腐らん病に関する研究
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要 旨:北海道壮瞥町において，キリ胴・枝枯病害の実態調査を行った。その結果，キリ樹の胴・

枝枯性病患部から検出された病原菌は，腐らん病菌 Valsa ρalllo叩niae (=Cy如ゆora) , ~向枯病菌
Diaporthe eres (=Phomopsis imperiales). さめ肌胴枯病菌 BotryosPhaeria dothidea (=Do・
thiorella) , Dothiorella sp・ ， Tllbercularia sp. の 5種類であった。これらの病原菌のなかで，
主幹に病斑を形成するのは腐らん病菌 1種である。腐らん病被害は，二代目植栽地およびこれに隣接
する新植地で著しい。これに対して，汚染林から離れた新植林では，植栽後 5年経過しでも被害が認
められていない。陥没病斑は，幹頂部の二又分校部・芽かき跡・枝打ち跡および枯死枝の基部に形成
される。若木では，芽かき跡・二又分校部からの発病が中心をなし，とくに二叉分校部からの発病は

病斑が下方に進展し， しばしば巻き枯らしを起こす。成木に形成される病斑は， ほとんどが枝打ち
跡・枯死枝の基部に限られる。病斑は，キリの生長休止期の主として 3 月 ~5 月に拡大し，生長期に
は拡大しない。病斑の年間進展速度は軸方向に平均 17cm 程度である。キリ l 年生苗木に対する接
種試験の結果，腐らん病菌は最も強い病原性を示した。 Tubercularia sp. は，実態調査ではまった
く実害が観察されないにもかかわらず，病原性は腐らん病菌と同程度であった。この両菌は， 50C と
lOOC で病斑の進展が大きく， 150C では極端に小さかった。胴枯病菌，さめ肌胴枯病菌および Do.
thiorella sp の病原性は微弱であったが，胴枯病菌は苗木の活性が明らかに低下していると認めら

れた場合に病原性を示した。苗木の幹に人為的に付けた傷は， 100% の確率で腐らん病を誘発した。
しかし，芽かき跡では発病にむらがあった。 PSA r吉地上における腐らん病菌の生育適温は 20~25
OC. oOC でも生育可能で，本薗は好低温性の薗であることが示された。

1. まえがき

97~117 

熊倉 (1979) によると，我が国のキリは，青森・岩手・秋田・宮城・福島・新潟・長野の 7 県に天然分

布し，栽培分布では北海道から沖縄までほぼ日本全土におよんで、いる。 ところが， このキリには栽培の

成否を左右する 2 大病害が知られている。一つは主に関東以南で大害を与えているてんぐ巣病(病原:

Mycoplasma like organism , MLO) であり，他の一つは腐らん病(病原: Valsa pauloωniae MIYABE 

et HEMMI) である。この腐らん病は，従来から関東以北の寒冷地では，キリを栽培する上でしばしば問題

にされている。 さいわいに北海道には， てんぐ巣病の確かな発生記録はないが，腐らん病は逸見 (1915)

の報告にもあるように，明治年代からその発生が知られている。

腐らん病は，主幹に発生した場合を胴腐らん，校では枝腐らんと俗称され，とりわけ胴腐らんは収穫対

象となる幹部に永年性の陥没病斑を形成するので，経済的な損失がきわめて大きい。

しかしながら，腐らん病に関する体系づけられた研究報告はあまり無く，一方では従来腐らん病として

扱われていたもののなかに，他の胴枯性病害による被害が混在しているといわれている。このように，腐

らん病を中心とするキリの胴・枝枯性病害は，寒冷地のキリ栽培に大きな支障を与えているにもかかわら

ず，その正確な実態はほとんど判っていない。キリ栽培の北限といわれる北海道においても，近年，栽培
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回転の早いキリに対する関心が高まり，植栽面積も増加しているといわれる。

一方， リンゴ樹にはキリ腐らん病菌と同属の Valsa ceratosρerma (TODE.: FRIES) MAIRE による腐

らん病があり，とくに寒冷地のリンゴ栽培に大打撃を与えている。また，近年， リンゴ樹以外の果樹や緑

化樹などにも胴枯性病害が多発するようになり，各方面から早急な対策の確立が望まれるようになった。

これら永年性作物の胴枯病は，病原菌が共通あるいは近縁のものが多く，伝染・発病機構およびその対策

なども共通する点が多い。そこで. 1978 年から 4 か年計画で，果樹試験場を中心とする各研究機関(北

海道農業試験場，蚕糸試験場，林業試験場，北海道大学)との共同で，特別研究「リンゴ腐らん病を中心

とする胴枯性病害の発生生態の解明と防除対策の確立」が推し進められることになった。この中で林業試

験場(本場・東北支場・北海道支場)は，主としてキリ腐らん病・胴枯性病害および腐朽性病害を担当し

Tこ。

北海道支場樹病研究室が分担した研究成果の一部は，すでに報告(佐々木ら 1980，佐々木 1981) して

いるが，本報はその後新たに得られた知見を加えて，とりまとめたものである。

II. 調査地

調査は，胆振支庁のほぼ西端の洞爺湖東岸に位置する壮瞥町内の民間キリ林で行った。この地域は，隣

接の虻田町-伊達市とともに北海道では温暖・少雪のところとして知られており，比較的キリ栽培の盛ん

なところでもある。ちなみに，伊達市における 1974~1983 年間の厳冬期にあたる 2 月の最大積雪深の平

均ば 44.5 cm. 最高気温の平均はー1. 6 0 C. 最低気温の平均は 7.7 0 C である(北海道の気象)。

固定調査地を同一果樹園内のキリ林に 2 か所(調査区 I .調査区II).同果樹園から北に 700~800m

離れた林間内のキリ林に 1 か所(調査区皿).合計 3 か所設けた。調査区 I と E は隣接しており. I は

1972 年植栽の 2 代目. II 1'1 1976 年植栽の初代キリ林である。皿は雑木林を伐関して造成された初代キ

リ林である。

なお，これらのキリ林はし、ずれもキリ栽培を主目的としておらず，また収穫されたキリ材の大部分は漁

業に用いる浮玉に利用されるとし寸。したがって，栽培管理は十分に行われているとは言い難く，病虫害

に対する関心も薄いように思われた。なお，北海道にはキリ(ニホンギリ)とチョウセンギリの 2 種が栽

培されているようであるが(熊倉. 1981) ，調査地におけるキリの種類については不明である。

m. 材料と方法

1. 実態調査

1978 年を初年度として 1981 年まで，原則として毎年春と秋の 2 回，調査を実施した。とくに，キリの

主幹に認められる陥没病斑について，その形成位置と進展状況を調査観察し，できる限り病原菌の採集に

努めた。調査区 I では，最初の調査直後に伐採収穫され，その切り株に腐朽がかなり認められたので，そ

の被害調査を行った。

2. 接種試験

採集した菌のキリに対する病原性を明らかにするため，いずれも苗高約 1mの岩手県産 1 年生キリ苗木

を供試した。室内での付傷および芽かき跡に対する接種用として. 1980 年 10 月下旬に送付された苗木を

同年 10 月 30 日に鉢植えし. 12 月 4 日に 15 0C の温室内に置いた。 また，野外接種用として同苗木の
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一部を仮植し，翌春の 1981 年 4 月 28 日に支場構内苗畑へ定植した。同時に，芽かき跡に対する接種を

行うため， 5J1jに鉢植え苗木を用意した。

付傷接種では，苗木の幹に径 6mm のコノレクポーラーで，形成層に達する穴をあけ，これを生傷処理，

さらにこの穴を同径の赤熱鋼鉄棒で焼いたものを焼傷処理とした。次いで， Table 1 に掲げた各病原菌

の米ぬか・ふすまによる培養菌糸塊を穴につめ，ピニールテープで封じた。

室内での付傷接種では 1 病原菌あたり苗木 3 本を用いた。接種穴は， 苗木の地際部からほぼ等間隔

で，かつ生傷と焼傷が交互になるように配置した。 1981 年 1 月 17 日に接種を実施し，接種後ただちに

50 C, lO o C, 15 0C に調節された各温室内に移し経過を観察した。腐らん病菌については，培養菌糸塊を

幹に直接押しあて，これをビニールテープで固定する無傷接種を試みた。野外での付傷接種には， 1 病原

菌に対して苗木 5 本を用い， 1 苗木あたり 4 個の穴をあけ 3 本を生傷処理苗， 2 本を焼傷処理苗とした。

接種は， 1981 年 5 月 20 日に行った。

芽かき跡に対する接種は，いずれも温室内において 3 回行った。 1 回目は， 1980 年 12 月 26 日に芽か

き後ただちに含寒天菌糸塊を接種し，ビニールテープで封じ， 室温 5
0

C， 10 oC, 15
0

C の各温室に入れ

た。 2 回目は，米ぬか・ふすま培養した菌糸塊を接種源とし 1 回目とまったく同様の方法で 1981 年 1

}j 20 日に行った。 3 回 II は，野外の越冬鉢植え苗木に対して， 1981 年 6 月 10 日に芽かきを行い，芽か

き当日， 3 日後および 6 日後に 2 回目の接種に用いたと同じ米ぬか・ふすま培養菌糸塊を接種した。苗

木は，接種直後に 10 0C ， 15 0 C の温室内で管理した。 3 回目の接種では焼傷処理区を設けなかった。

対照区はすべて高圧蒸気滅菌した培地を用いた。

Tubercularia 菌については，支場構内のニセアカシア， ネグンドカエデ，ヤマグワの成木の枝に対し

て， 1982 年 9 月 10 日にキリに対するのと同様の方法で付傷接種した。

3. 薗そうの生育と温度との関係

各温度条件下で行った接種試験と対応させるため， PSA (栄研製)平板培地上における菌そうの生育に

与える温度の影響を調べた。実験は 2 回行い， 1 シャーレ内における菌そうの生育最は，接種点を中心と

して直交する二つの直径の平均値で示した。

IV. 結果

1.病原菌

数多くのキリの胴・枝枯性病患部ならびに伐採枝条を調べた結果， Valsa sp. , Cytos戸ora sp. , Phomo. 

ρsis sp. , Dothiorella spp. ( 2 種)， Tubercularia sp. の 5 属 6 種の病原菌を確認した (Plate 2 ・ A~E，

G~H)。以上の病原菌のうち，キリ主幹の陥没病斑部に認められるのは，常に Valsa sp. および Cyto.

sρora sp. であった。

Phomoρ'sis sp. と Tuberculariαspーの子実体の多くは細い枝に ， Dothio陀lla sp. のそれは太い枝

に多く形成される傾向が見られる。 Tubercularia sp. は，最初 Catinula sp. と同定された(佐々木ら

1980) が，その後の観察で本菌は sporodochia を形成すること，その子実体は 9 月頃黒色を呈している

がそれまでは燈色であることから ， Tubercularia に属する菌であることが判明した。なお， Dothiorella 

菌には分生胞子の大きさおよび形の異なる 2 種類が認められる。以上の病原菌の子のう，子のう胞子およ

び分生胞子の測定値を Table 1 に示す。



-100 ー 林業試験場研究報告第 349 号

Table 1. 供試菌(キリの胴・枝枯性病菌)

Fungi used in various experiments and their morphologic characters. 

採集日 l 分離日 病原菌の大きさ Size of fungi (μm) 
供試菌 分離源

Date oflDate of Source of 子のう(平均) I 子のう胞子(平均) i分生胞子(平均)
Fungus used col1ectionl isolation isolation A i(ABC叩m|con出SCl ,mean) ---.--(mean) I (mean) 

V6ha=b印auω10-I Nov. 28 , Dec. 3, 子のう胞子 l35o~455 × to.0~17.5x I 4.5~7.0X 1 
wnzae=Cvto- I 1980 1980 Ascospore I 7 . 5~ 11 . 3 2.5~3.5 (5.3X 1) 
S争ora (41.0X8.6) (13.6X2.7) 

Tubercularia Nov. 28, Dec. 1, 分生胞子
1980 1980 Conidia 1. 1~2.3 

(7.3X 1.8) 

PhomoρIsis Nov. 28 , Dec. 11 , 分生胞子 A : 7.0~11.0 
1980 1980 Conidia X 1. 6~2.3 

(8.1 X 1.9) 
B: 16.8~ 
33.6X 1 
(27.5X 1) 

Dothiorella July 2, July 5, 分生胞子 I 17 ・ 5~30.5x
(D-1) 1980 1980 Conidia 

(25.8X5.0) 

Dothioγ'dla Nov. 28, Dec. 3, 分生胞子 14.0~30.3X 

(D-2) 198 コ 1980 Conidia 9.8~14.3 

(23.9X 11.6) 

Valsa sp. と Cytos�ora sp. は， しばしば同一病斑上に混生して形成されることと両菌の培養的諸性

質の一致から，この両菌は同根関係にあることが判明した。そして，両菌の形態を文献により比較検討し

た結果(逸見 1915，小林 1970) ，キリ腐らん病菌 Valsa 仰ulowniae MIY ABE et HEMMI (無性世代:

Cytos戸ora) と同定した。他の菌については， いずれも完全世代を確認することはできなかった。しかし

ながら ， Phomoρsis sp. はキリ胴枯病菌 (Diaporthe eres NIT.) の無性世代である Phomoρ'SIS 1mρeria

les SACC. et ROUM. に ， Dothμ10仰f陀ell“α s叩p. (D一1わ)はキリさめ肌胴枯病菌 (Botr.ηyosφþhae肝rゴ匂i

(似M必OU叩G. : FR.) CES. et de NOT.) の無性世代に形態が一致した。

もう一方の Dothiorella sp. (D-2) は ， Botryos�haeria queγcuum(SCHW.) SACC. の不完全世代に近似

している。

腐らん病菌の有性世代 (Valsa 世代)は，主幹部の陥没病斑あるいは太校上に形成され (Plate 2 ・ A) ，

細枝上に形成されることはきわめて少なし、。これに対して，無性世代 (Cytosρora 世代)は，若い細校上

に数多く形成される。 Valsa 世代の胞子形成のピークは 5 月頃と 9 月頃の年 2 回認められ， 6~8 月は

未熟あるいは空腔の子のう殻が多く観察される。一方， Cytos如何世代の胞子は，ほぼ年聞を通して見ら

れ，降雨後には粘質の胞子塊を盛んに噴出する。

2. 被害発生推移

1977~1981 年にかけて，調査区 1 . II . mで行った腐らん病による被害推移の調査結果を Table 2 に

示す。調査区 I と E にみられるように， 2 代目キリ林とこれと隣接した初代キリ林で，腐らん病の発生が

顕著である。一方，調査区 1 . IIから離れ，雑木林を伐開して槌栽された初代キリ林では，植栽されてか
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Table 2 キリ腐らん病の被害推移

Development of canker damage by Valsa paulo却niae.

| 被害区分 [ 調
査区 ; l Condition I~~~~， 

;羽 査 年 Years

P10t I of tree 1978 1979 じ竺J
17r開2品目キ|健誌刷 87 (51 %) 

1 Second ge ・|
tand DlmMi n l 種病木 85 (49%) 

Plante?-~n. i '-�"rifected 1972, harvested in UU"L'''U  I 

1979 

1976年楠栽の初代キリ|健全木 I 78 
林，調査区 I と隣接 Healthy ! 

II First gen ・!|
ta叫 plantedE |曜病木 | 

~:~~H\";~ .._J.J.J. Infected : 1976, adjacent to HULL'LU  

p10t 1 枯死本 | 
Dead I 

雑木林の伐開地に 1977
年， 他栽調査区 1 . II 
と離れている
First g汚neration

皿 stand ， p1anted in 
1977, cutting coppice 
stand at 700-80C 
met疋rs distance 
from p10t 1 and II 

健全木
Healthy 

確病木
Infected 

枯死木
Dead 

。

。

68 (87%) 35 (45%) 

7 ( 9%) 26 (33%) 

3 ( 4%) 7 ( 9%) 

118 117 

。 。

一一斗
la) 

1981 

21M)| 

14 (18%) I 

。

117 

。

。

Note) a) 枯死の直接原因はコウモリガによるが，樹幹上に腐らん病菌の子実体が認められた
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合計
Total 

87 (51%) 

85 (49%) 

21 (27%) 

47 (60%) 

10 (13%) 

117 

。

Tree death was caused by a larvae of swift moths, but Valsa Paulowniae fruited on the 
dead trunk. 

無招弧 Without parentheses :調査本半数 Number of tree 
f舌弧 With parentheses 比率 Percentage

ら 5 年を経過しても，腐らん病の発生が認められ

なかった。調査区田で発生した 1 本の枯死木は，

主幹に腐らん病菌が認められたものの，]ã接の枯

死原因はコウモリガの食害によるものであった。

腐らん病汚染地と隣り合わせに植栽された調査

区 E のキリ林では，植栽後 2 年目に最初の腐らん

病被害が観察された。被害の発生初年度にあたる

1979 年は，枯死木を含め 13% の本数被害率であ

ったが，翌年の 1980 年は 42% に急増した。さ

Table 3. キリ切株に観察された腐朽被害

Decayed damage of Paulownia tree. 

健全匂j株数
Number 
of sound 
stump 

腐朽切株数
Number of decayed stump 

4 
(3%) 

らに 1981 年は新たに 18% の被害が発生し， 3 年間で植栽本数 (78本)の 73% が被害を受けた。腐ら

ん病によって主幹が巻き枯らしを呈して枯死する被害は， 1979 年に 3 本， 1980 年に 7 本発生したが，

1981 年には発生が認められなかった。

3. 腐 朽 被 害

調査区 I にあるキリ樹の約 2/3 は，最初の調査後まもなく伐採収穫された。 そのため， 継続調査がで

きなくなったが，切り株に腐朽がかなり認められたので (Plate 1 ・ B) ，その被害調査を行った。 結果を

Table 3 に示す。
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Table 4. キリの幹に形成された病斑の高さと方向( 1 ) 

Height and aspects of Valsa cankers formed on Paulownia trunk. (1) 

方位
〈ASPe出 I N I NE I E I SE I S 

高さ~ 1"' I """' I ~ I V~ I 
Height(cm) ~ I i 

~日 1 2 1 I 1 

SI~1∞ 3 6 7 13 

101~100 2 3 2 

ISI~200 3 7 J 5 

201~250 3 1 1 

よ) Iι|(!?)((詰)
Note) Plot 1 (成木 Adult tree) 

合計 Total
(%) 

つ
ム
っ
し
】

合計
SW w NW  Total 

(%) 

6 4 8 23 (17) 

2 11 21 63 (47) 

3 司、> 16 (12) 

d 勺 25 (19) 

2 7 ( 7) 

4 
(3) 

20 
(15) 

パ
守

門
〈υ

ー

)
 

4
S
F
O
 

n
J
勺
L

，
，4
・
、

14 
(10) 

Table 5. キリの幹に形成されたがJ斑の高さと方向 (2 ) 

Height and aspects of Valsa cankers formed on Paulownia trunk. (2) 

ブj j ,'/ I 

T合o 計¥¥¥A¥¥ spects! N NE E SE S SW w NW  tal 

gZt(CI心J (%) 

~ 50 3 5 2 3 、，、J 18 (26) 

51~100 3 2 2 3 12 (18) 

101~150 3 6 13 (19) 

151~200 2 2 2 2 ιつ, 11 (16) 

201~250 2 2 4 3 12 (12) 

251~3C コ 2 ( 3) 

". 
高
臨

合計 Total 2 8 6 6 
~. ". (%)i  (3) I (12) (9) I (9) 

Note) Plot II (若木 Young tree) 

)
 

Q
J
つ
υ

ー

(
 

)
 

つ
u
g

-

ｭ(
 

18 
(26) 

7 I 68 
(10) 

腐朽は，調査した全切り株 117 株のうち， 51 株 (44%) に認められた。 51 株の内訳は， 心材腐朽が

24 株 (21%) ，辺材部の腐朽が 23 株 (20%) , 同一株にその両方の認められるものが 4 株 (3 %)であ

る。以上の腐朽害を受けている切り株の 25% (13株)は，地際部に形成された腐らん病の病斑部から，

腐朽が進行したのではないかと思われた。調査の時点では，材はすでに搬出されていたため，どの程度の

材積被害率であったかは不明て、あるが，切り株面における腐朽部の占有程度や 44% という本数被害率を

考えると，調査区 I での腐朽被害は無視できないと思われる。

その後，切り株上での子実体形成を継続して観察したが，一部の切り株に、ンハイタケが生じているのを

認めただけで、あった。また，分離も試みたがいずれも失敗に終わった。

4. 病斑の形成位置

キリの主幹に形成された陥没病斑について，地上からの高さと方向を調べた。結果を各調査区別に

Table 4, 5 に示す。

調査区全体のキリ主幹部の高さ(枝下高)は，最も高いもので約 3m，大部分は 2m以下で、ある。調査
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Tab!e 6 に示すように 1 本のキリ主幹に形

成される病斑数は，成木と若木でほとんど差がな

い。また，病斑は 1 主幹に 1 個形成されている場

合が圧倒的に多く， 1~2 個では発病木 142 本の

うち 125 本 (88%) を占めた。 3 個以上形成され

ることは少ないが，例外として 9 個の病斑をもつ

ものが 1 例あった。これは，いずれも西方向に形

成されており，明らかに凍裂跡から腐らん病が進

行したものであった。

5. 腐らん病菌の侵入部位

キリ若木の主幹に認められる病斑を， その形

成部位によって便宜的に二つのタイプに分けた

(Fig. 1) 。一つは主幹頂端の二又分枝部から発病

し，病斑が幹下方に進行する枯れ下がり型で，も

う一つは主に芽かき跡から発病し，ぼうすい状に

凹んだ病斑を形成する陥没型である。

キリは元来その頂芽が発達せずに， 2 ~3 位下

方の側芽が発達し，二又分枝の枝ぶりになりやす

い生長特性を持っている(四手井ら 1985)。事実，

調査区 II. IlIともに，写真 (P!ate 1 ・ C) に見ら

れるように，二又分枝部聞の中央に枯死した頂芽

部を付けた個体が多く観察された。そのようなキ

りは，調査区 Eでは調査木 78 本中 43 本 (55%)

に認められ， うち 18 本が枯れ下がり型の病斑を

形成した。さらに，調査区 Eで発生した枯死木 10 本中 9 本は，この枯れ下がり型の被害によるものであ

った。同様に，調査区 III では調査木 118 本中 40 本 (34%) に認められたが，腐らん病に侵されている

区 I の成木の調査結果では，高さ 51~100cm の

位置に形成されている病斑が最も多く，全体の

47% を占めた。調査区 E の若木では，病斑が形

成される高さに一定の傾向が見られなかった。ま

た，いずれの場合も方向性はとくに認められなか

った。

-103 • 

Tab!e 6. キリ腐らん病(幹)の発生状況

Number of trees with Valsa trunk cankers. 

調査区E 合計
Number of I P!ot 1 P!ot II Tota! 
cankers I (%) (%) (%) 

l52 俗1) 34 (ω) 86 (61) 

2 23 (27) 16 (28) 39 (27) 

3 5 ( 6) 4 ( 7) 9 ( 6) 

4 4 ( 5) 2 ( 4) 6 ( 4) 

U 戸 1 ( 1) 1 ( 1) 

q 1 ( 2) 1 ( 1) 

合計
Tota! 57 つ

ん4
 

1
 

Fig. 1. キリ樹幹上の 2 種類の病斑型

Two types of canker on Pau!ownia 

trunk. 

ものは 1 本もなかった。

調査区Eにおいて， 1979~1981 年の 3 年聞に，キリ主幹部に発生した全病斑の発生部位を Tab!e 7 

に示す。 3 年間で合計 95 個の病斑が発生L， 95 個の病斑中 27 個 (28%) は三又分校部 (P!ate 1 ・ D) , 

39 個 (41%) は芽かき跡 (P!ate 1 ・ F~H) ， 29 個 (31%) はその他の部位からのものであった。すな

わち，二又分校部と芽かき跡からの発病が，発生病斑数の 69% を占めた。同様に，枯れ枝 (P!ate 1 ・ E)
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Table 7. キリの幹における腐らん病菌の侵入

部位

Part of invasion in Paulownia trunk of 

v-alsa paulowniae. 

~ v詞直司 病斑数
JLeved Number of 叩加・s

臨'~Il ヲ 79 1980 1イザ
ニ叉分枝部 , っつ | っ '1'7 (')凶
Trunk crotch 1 且|山 |υ|ω\~VJ

F品ng I5l15J191 m(41) 

誌anJub 101 5 

まoU~k I9 I 0 I o! 9 (10) 

記s2「可7l--J

あるいは枝打ち跡からの発生病斑は 14% を占

めた。凍裂跡に生じた病斑は 9 個あったが，これ

は 1 本のキリに認められただけて、あった。そのほ

か，成因不明の傷害部から発病したものが 7 伺あ

ったが，いずれもトラクターによる接触傷による

ものと考えられた。なお，肉眼的に正常無傷と思

われる幹からの発症例は，まったく観察されなか

っ Tこ。

二又分校部からの発病は，植栽後 4 年目が最

も多く 5 年目では急減した。芽かき跡からの発病

は，植栽後 2~3 年目から見られ，以後数年間増

加の傾向がある。枯死枝を介しての発病は，植栽

されてから 4 年目になって初めて観察された。調

査区 I の成木では， とくに主幹上部の古い病斑

で，その中央部に枯死枝を着生している例が多く

認められた。

6. 病斑の進展程度と進展時期~ot;i- I 17 I 45 I 
No句) Plot II (若木 Young tree) 

腐らん病菌による病斑の進展程度と進展時期を

明らかにするため，調査区Eにおいて， 1980年 7

月 2 日・ 9 月 10 日， 1981 年 10 月 10 日の計 3 回にわたって，病斑の大きさ(病斑長)を測定した。ここ

では，芽かき跡に形成された 39 個の陥没病斑について調査した結果を Fig.2 に示す。

1979 年の秋に初めて確認された病斑は 5 個で， 1980 年の測定値は発病後 2 年目の病斑の長さを示して

し、る。また， 1980 年に発病した病斑は 15 伺で， 1981 年の発病病斑は 19 個であった。

Fig.2 に示すように 7 月から 9 月までの問すなわちキリの生長期間に， 病斑の拡大はまったくある

いはほとんど認められない。逆に，旺盛なカルスの発達によって病斑部が巻き込まれるため，一時的に病

斑が縮小し，治ゅの方向へ向かっているように見える病斑もある。

1980 年と 1981 年に形成された計 34 個の新生病斑の大きさは，最小で 5cm，最大が 30cm，平均す

ると 15cm である。また，越冬病斑 20 個のキリの生長休止期における進展量は最小で 5cm，最大は 80

cm，平均では 18cm である。

従来から，腐らん病菌はキリの生長休止期にのみ健全な組織を侵 L，進展することができるとされてい

たが，この段階では外部から菌の進展の可否や程度を知ることが困難である。そこで，葉を完全に落とし

た 11 月から， 12 月 3 月に， 病斑と接するカノレスから病原菌の検出を試みた。その結果， 11 月と 12

月では樹皮下の組織にはなんら異常が認められず， Alternaria, Cladosρorium， Arthrinium, E，ρlcoccum 

菌が分離されたのみであった。しかしながら 3 月では樹皮下，とくに師部の軟化腐敗と褐変が著しく，

顕徴鏡下では組織内を迷走する無数の菌糸を認めた。そして，流水洗浄法による分離方法で，すべての分

離片から腐らん病菌が高率に検出された。
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Fig. 2. 腐らんí''J íi，j斑の進展経過

Dev巴!opment of Valsa canker associated with bud pruning scar. 

7. 付傷接種鼠験

結果を Tab!e 8 ・ 9 に示す。室内および野外接種ともに，腐らん病菌と Tubercularia 菌の 2種が100

%の発病率を示した。しかし，腐らん病菌を無傷接種した場合では，まったく発病が認められなかった。

生傷と焼傷の処理問では，形成される病斑の大きさにほとんど差を生じなかった。むしろ，生傷処理の場

合に大きく病斑が拡大することがあった。

野外接種試験において ， Tubercularia 菌は最も大きな病斑を形成した。病斑の広がりは，いずれも接

種 1 か月後の 6 月以降ほとんど見られなかった。各温度条件下で行った室内接種試験の結果，腐らん病菌

は 5 0 C ， Tubercularia 菌は 100C の低温下で病斑の進展が著しかった (P!ate 3 ・ B ， C, F) 。しかも，

ほとんど休むことなく拡大を続けた。これに対して， 15 0C では病斑は形成されるものの，接種後 2 か月

を越えると病斑の拡大はきわめて緩慢でやがて停止した。 I喝菌ともに，傷および温度処理とは関係なく，

接種 4~6 か月後に胞子形成が認められた。腐らん病菌ではいずれも Cytos戸ora 世代だけが形成され，

Valsa 世代が形成されることはなかった。 1 病斑上における胞子の形成量はきわめて少なく， むしろ形

成されない方が多かったが，巻き枯らしを呈したときに限りその形成量は多かった。

Phomoρsis 菌は， 野外接種の焼傷処理した 1 本にだけ， 明らかな病斑の形成が認められた。 2 種の

Dothiorella 菌は，病斑の形成される例が一部に認められたが， すべての病斑は小さくやがて治ゆに向か

った (Plate 3 ・ H ， 1) 。 この 2 属は， 接種の約 2 か月後に，接種口周囲の樹皮上に，わずかながら胞子

を生じた。

一方，対照区では全体として供試苗木の活性が悪かったこともあり，カルスの発達は不良であったが，

発病し病斑を形成することはなかった。

8. 芽かき跡に対する接種試験

3 回行った接種試験の結果をそれぞれ Tab!e 10, 11 , 12 に示す。

Tab!e 10 に見られるように，含寒天菌糸塊接種では、生傷と焼傷あるいは各温度条件のいずれの処理
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Table 8. キリの 1 年生苗木に対する室内接種試験a】

Inoculation experiment with causal fungi to one-year-old Paulownia cutting 
stocks in a greenhouseal. 

供試問

Tubeγculaγiα 

5C4:ljli;;!i:z:128 

5ljljli二 113: 1, 677 1, 140 

155d:11-\仁JH-4
--FLj-lJ L31J二副-1q;
OC BEl :l:li:12112?122; 

150CA:|:li73l;212; 

一一一てU~-I1-l f=J37 
PhomoρSIS 

Dothiorella 
(D-I) 

Dothioγella 

(D-2) 

対照
Check 

~ 1 b---" 138 1 151 

1150C B51:[il121-lli 
。 wl

50C 
BWI 

3 
3 

U 

F、

ο 

l3|  

!一l日…一5一一;一己 i劃言耐l 了γ f (h三1=--1 
¥ ¥ ?十Ei: : | ; iJ;弘む;
l J ; l ; [ i竺竺 120 I 1竺?一7 

C zlJ--1-71ι-1-寸--~

130c J:l31 ご- I 

ooc J:(11 二 1 = I 

Note) a) 接種日 Date of inoculation : 1981 年 1 月 17 日(Jan. 17, 1981) 
bl W 目付傷 Wound ， BW: 焼傷 Wound+ burned, NW :無傷 Non.wound
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Table 9. キリの 1 年生苗木に対する野外接種試験a)

Inoculation experiment with causal fungi to one-year-old Paulownia cutting stocks'¥. 

処 珂 l 接種数|発病数 Meaλi主主主ふTmm2)
Number of I Number of I 

供試|有

F叫us used 1 Treatm叫) inocul山n la山e lesi叫 4| | |June24|J向山ug. 241 Oct. 21 

Valsa W 12 12 791 939 I 1, 178 I 1, 178 

paulowniae B W  8 8 I 1, 4131 1, 5571 1, 9221 1, 922 

Tωerωlari・0|W 112|12!3, 495l 3,6263, 933l3, 938 

BW  8 8 I 5, 451 I 6 ， 46月 6， 782! 6, 782 

Phomoμぉ W 12 0 - I - i 

B W 8 4 980 I 1, 539 i 1, 975 I 1, 975 

Dothiorella W 12 1 日2! - I ー-

Jそ1) J 竺寸 8 0 二二 L斗-
Dothiorella W 11 5 ら34 ー|

J竺」一一-J- :-l 6 1 1?ij f161JZi」!L
対照 W 11 0 ー I - I - I 
Check ロ ':t T n BW  8 0 - I - I 

Note) a) 接種目 Date of inoculation : 1981 年 5 月初日 (May 20, 1981) 
b) W 付傷 Wound， BW: 焼傷 Wound+ burned 

Table 10. キリ l 年生苗木の芽かき跡に対

する室内接種試験( 1 ) 

Inoculation experiment with Valsa ρa

ulowniae to wound of bud pruning on 
one-year-old Paulownia cutting stocks 

in a greenhouse. (1) 

|発病数
処
Tr陀ea幻tme印nt凶t"叫)一 i

I inocula叫 le

50C W q 

J 
。

BW  3 0 

100 C W 3 0 

BW  3 0 

150C W 3 0 

BW  3 0 

Note) 接種源 Inoculum : PSA 培地上に形成さ
れた菌糸塊 Mycelial mass on p叫ato

agar medium 
媛種目 Date of inoculation : 1980 年 12

月 26 日 (Dec. 26, 1980) 
調査日 Date of observation : 1981 年 3 月

31 日 (Mar. 31, 1981) 
a) W: 付傷 Wound，

BW: 焼傷 Wounb+burned

Table 11. キリ l 年生苗木の芽かき跡に対す

る室内懐種試験( 2 ) 

Inoculation experiment with Valsa ρaulo 

wniae to wound of bud pruning on one 

year-old Paulownia cutting stocks in a 

greenhouse. (2) 

雇盃証直有志「扇嘉吉天王
I Numberl Number さ処 理 I ::'~'''~~I ::, ~...~~.品一一
I of I of I Mean size Treatmenta) 1:--< ,_ I V< .' <.~~~U 
I inocula-! active I of lesion 
tion i lesion I (mm2) 

:i4 
[ﾍOC W 511 

BW  385 

100 C W 4 4 277 

BW  4 4 525 

15
0

C W 4 4 I 314 

B W 4 4 I 269 

Note) 接種頑 Inoculum: 米ぬか・ふすま培地上に形
成された菌糸塊 Mycelial ma田 a mixture of 
rice and wheat bran 

接種日 Date of inoculation : 1980 年 1 月初
日(Jan. 20, 1981) 
調査日 Date of observation : 1981 年 3 月 31
日 (Mar. 31, 1981) 
a) W: 付傷 Wound，

BW: 焼傷 Wound + burned 
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Table 12. キリ l 年生苗木の芽かき跡~r.対す

る室内接種試験 (3)

Inoculation experiment with Valsa ρaulo

wniae to wound of bud pruning on oneｭ

year.old Paulownia cutting stocks in a 

greenhouse. (3) 

においても，まったく発病が認められなかった。

一方，米ぬか・ふすま培養した菌糸塊では，

Table 11 に示すように，いずれの処理において

も病斑の広がりが認められた。しかし，病斑の進

展程度は付傷接種に比べ半分以下であった。芽か

処理
Treatment 

l 発病数
接種数 |Number of き後一定の時間経過後に行った 3 回目の接種で

Number of Iμ 
ino叫幻ionlbion は 2 回目と同ーの米ぬか ふすま培養菌糸塊を

に接種 100C 11 。

Just after 
bud pruning 150C 14 。

芽かき 3 日後
に接種 100 C 12 。

3 days after 
bud pruning 150 C 12 。

芽かき 6 日後
に接種 lOOC 15 0 

6 days after 
bud pruning 150C 12 0 

Note) 接種源 Inoculum: 米ぬか・ふすま培地上に形
成された菌糸塊 Mycelialm ma回 on a mixｭ
ture of rice and wheat bran 
接種日 Date of inoculation : 1981 年 6 月 10

日(June 10, 1981) 
調査円 Date of observation : 1981 年 10 月 3

日 (Oct 目 3 ， 1981) 

用いたにもかかわらず，まったく病斑を生じなか

っ 7こ (Table 12) 。

9. 他広葉樹に対する Tuberucularia 箇の接

種試験

Tuberucularia 菌は，キリ苗木に対する接種試

験の結果，腐らん病菌と同程度の病原性を示した

(Plate 3 ・ D~F) 。また，これまで本 Tubercura.

lia 菌と形態と菌そうの性状が酷似する Tuber. 

cularia 菌が，ネグンドカエデ・ニセアカシア・

ヤマグワなどの枝枯部から採集されていた。そこ

で，これらの異同を調べるひとつの方法として，

前記 3 樹種の生立木の枝に対して，接種試験を試

みた。結果を Table 13 に示す。

Table 13. ネゲンドカエデ・ニセアカシア・ヤマグワの枝に対する Tubercularia sp. の

野外接種試験

Inoculation experiment with Tuberculari目a sp. to twigs of broadleaved trees in an 

arboretum. 

供試樹種| 処 理
Tree species Treatmenta) 

|接種 I W 
ネグンドカエデ I 1noculation I BW  i 
Aαr ne伊ndo ~'n~ 寸

|対照 W 
Check BW  

接種数 |発病数 i斑の大きさ
Number of I Number of I Mean length 
inoculation I active lesion I of lesion (mm) 

5 22 
5 526  

2 0 7.5 
2 0 10 

ー」マム[守 |接種 WI  5 5 23 
-~ J )J ンノ ! Inoculation B W I 5 5 26 
Robinia : ._.._-----一一一一一一一一一 ! l 

pseudoacacia 対照 W i 2 I 0 7 
C heckBW2o  9 

接種 W 1 5 5 n 
ヤマグワ Inoculation I B W I 5 5 26 

s bombycis サ ;点 1 五 2 一一 o ----1 7 

Check BW  2 0 1  7 

Nntel a) W: 付傷 Wound， BW: 焼傷 Wound+ burned 
接種目 Date of inculation : 1982 年 9 月 1 日 (Sep. 1, 1982) 
調査日 Date of observation : 1983 年 6 月 1 日(June 1, 1983) 
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Fig. 3. 病原菌の菌そう生育と温度との関係

Relation between temperature and mycelial growth of causal fungus. 

Table 13 にみられるように，キリ上の Tubercularia 菌は，ネグンドカエデ・ニセアカシア・ヤマグ

ワに対しでも明瞭な病斑を形成した。病斑の広がりかたは，焼傷処理でやや大きかったが. 3樹種問で差

はなかった。なお，接種 1 年後の調査では，形成病斑上に子実体の形成を確認することはできなかった。

10. 菌そうの生育と温度との関係

Fig. 3 に示したように， 腐らん病菌は適温下で供試菌の中では最も速い生育を示した。その生育適温

は 20___25 0 C 間にあり，培養 4 日後には直径 9cm シャーレ内を満たした。培養 18 日後の調査で，腐ら

ん病菌. Tubercularia 菌. Dothiorella 菌の一つ (D-2) は OOC でも生育が認められた。 また， 腐ら

ん病菌と Tuberucularia 菌は，他菌に比べて 25 0 C および 30 0C で生育の低下が顕著であった。これに

対して . Phomopsis 菌. Dothiorella 菌 (D-1) の生育適温は 25---30 0 C にあり. OOC 下では培養開始

から 18 日を経過しても，肉眼的に生育を確認することはできなかった。

V. 考察

横沢ら (1979) によると，東北地方におけるキリの胴枯性病警による被害は，その 70% 以上が腐らん

病菌に起因するものであった。また，林ら (1979) が行った新潟・福島両県下の調査結果では，腐らん病

菌よりはむしろ Phomoρsis 菌および Dothiorella 菌による被害が多く認められた。とくに新潟県におけ

る若木に生じた病患部からの病原菌の検出結果は，腐らん病菌がまったく認められなかったのに対して，

Phomoρ'sis 菌の検出率は 72% を示した。
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一方，北海道での調査結果は . Pho明oþsis 菌. Dothiorella 菌が存在しているにもかかわらず，キリの

若木から成木に至るまで主幹部に直接被害を与えている病原菌は，腐らん病菌ただ 1 種であった。また，

キリ苗木に対する接種試験の結果は. Phomoþis 菌目 Dothiorella 菌の病原性がきわめて微弱であること

を示した。筆者らの調査は，調査地がごく狭い範囲に限られたので，この結果だけで北海道全体の実態を

反映しているとは必ずしも言い難い。しかしながら，キリの腐らん病は従来から関東以北で発生し北の寒

冷地ほど多いといわれており永井 (1936) .林ら (1979) や横沢ら (1979) の調査結果もこれを裏づけて

いる。

本州に産するキリ上の Phomoþsis 菌 . Dothiorella 菌は，伊藤ら (1951) ・小林ら (1957 ， 1980) に

よって，それぞれキリ胴枯病菌 (Diゆorthe eres) ・キリきめ肌胴枯病菌 (Botryosρhaera dothidea) の無

性世代であることが確認された。北海道におけるキリ上の Phomosis 菌と 2 種類ある Dothio何lla 菌の

うち一つ (D-1) は，それぞれ胞子の大きさがキリ胴枯病菌およびキリさめ肌胴枯病菌の無性世代の胞子

とおおよそ近似している。しかし，有性世代が未確認であることと，培養上の諸性質についても検討して

いないため，完全に同一種かどうかまだ検討の余地が残る。しかしながら，わが国でキリ上の PhomoρSIS

菌と Dothiorella 菌は前に掲げた 2 種のみであり， 微弱ながらキリ樹に対して病原性を示す点から，そ

れぞれキリ胴枯病菌，さめ肌胴枯病菌の無性世代と考えて差し支えないものと思われる。

もう一つの Dothiorella 菌 (D-2) については. Botryosρhaeria quercuum の無性世代と形態が近似し

ているものの (SIVANESAN 1984) ，これまでキリ樹での記録は無く，他に決め手を欠くため，ひとまず同

定を保留したい。

Tubercularia 菌は接種試験の結果， 腐らん病菌と同程度の強い病原性を示した。 ところが，本菌はキ

リ主幹の病斑部にはまったく認めることができず，キリに対して直接被害を与えていない。本菌の子実体

は 9 月以降に成熟し胞子を放出する。また，キリの若木において，芽かきによる傷は，腐らん病菌の最も

重要な侵入口になっている。そのため，キリの生長期に実施される芽かきの時期に，本菌の胞子は存在し

ないことになり，芽かき跡からの感染は成立しないことが考えられる。しかし本菌による被害が主幹に

まったく認められない理由については，現在のところ説明できない。

なお，キリ上の Tubercularia sp. と形態および培養菌そうの特徴が酷似する Tubercularia 菌が，ニ

セアカシ・ネグンドカエデ・ヤマグワなどの枯死枝からも採集されている。 これらの Tubercularia 菌

ば，広葉樹の紅粒がんしゅ病菌 (Nectria cinnabarina (TOD. et FR.) FR.) の無性世代の形態と非常に

よく 4致している (BEDKER ら 1983)。しかし，有性世代については，これまで一度も見つけられていな

いので，一時同定を保留するのが妥当であろう。

腐らん病による被害は， 2 代目植栽地で激しく，雑木林を伐閉して植栽された初代のキリ林では，植栽

後 5 年を経過しているにもかかわらず被害が認められない。ところが，初代のキリ林であっても，腐らん

病汚染林と接している場合には，激しく被害を受けた。東北地方での調査によると，腐らん病被害は二代

目植栽林で多く， 広葉樹の伐採跡地に植栽した初代のキリ林では少なかった(横沢 1979) 。 また，手入

れ不良のキリ林で被害が著しく，管理が行き届いた林では明らかに軽微であった。以上のことは，伝染源

となる病原菌の密度の多少や，保育管理の良し悪しが，被害発生に大きく影響を与えていることを実証し

てし必。加えて，腐らん病菌は野外における菌の観察・採集および数多くの広葉樹に対する接種試験の結

果，キリ樹のみを侵すきわめて宿主限定性の菌であることが確かめられた(横沢 1983)。したがって，伐
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採収穫後の枝条や将来収穫見込のない被害木をすみやかに取り除くことが，腐らん病に対する最も基本的

な防除対策であるということができる。

一方，伐採収穫後の切り株を調査したところ， 44% という非常に高い腐朽被害が観察された。しかも，

腐朽被害の 21% は，地際部に形成された腐らん病患部が，腐朽菌の侵入門戸になっていると推定され

た。ウグイカンパがんしゅ病(病原: Nectria galligena) の患部が， しばしばカパノアナタケ (Fuscoｭ

戸oria obliqua) の侵入を許しているように(佐々木 1984) ，一般に，胴枯病に侵された患部は各種腐朽菌

の侵入門戸になることが多L、。このため，腐らん病対策は単に腐らん病のみならず，腐朽対策に通じるも

のといえる。

キリ主幹に形成される病斑の数は， 1 ~2 個の場合が圧倒的に多かった。しかも，若木と成木で差が認

められなかった。また，成木にみられる病斑は，いずれも年数を経過した古いもので占められ，新しい病

斑はまれにしか観察されなかった。このことは，病斑の多くは若木時代に形成され，成木になってから形

成されることは少ないことを，示しているといえよう。

芽かき作業は，無節で通直な良質材生産を本来の目的とするキリにとって，欠かすことのできない作業

である。この作業を怠ると，芽が伸長して枝になり，枝打ちを行うことになる。本調査でも，とくに成木

の病斑中央部には，しばしば太い枯死枝やその切り口の見られる例が多く観察された。東北地方において

も，芽かき跡や枝打ちによる傷から発病する場合が観察されており(横沢ら 1980) ，とくに枝打ちを実施

した場合に発病率が高いことが明らかにされている(横沢 1982) 。

キリ若木に形成された病斑の 41% は，明らかに芽かき跡から生じたものであり，芽かき跡は菌の侵入

口として重要な役割を果たしていることが判った。しかしながら，芽かき跡に対する 3 回の接種試験の結

果，同ーの接種源を用いたにもかかわらず，発病する場合としない場合が認められた。横沢 (1982) も，

枝打ちの傷に対する接種では 100% 発病が認められたが， 芽かき跡に対してはまったく発病が認められ

なかったと報告している。そして， 芽かき跡からの菌の感染・侵入はほとんどないものと推定した。林

(1983) の月 j;ljに行った接種試験の結果，キリ生木の樹液侵出量と病斑の広がりは相反する関係を示した。

すなわち，樹液侵出を停止した 11 月から翌年 1 月の接種では，病斑は急激に拡大しこれは 6 月まで続く

が， 3~9 月の接種ではまったく発病しなし、かあるいは発病しでも病斑は進展せずに治ゆすると報告して

いる。

以上のことは，キリの生長期間に行われる芽かきによる傷は単純に腐らん病菌の侵入口にはなり得ない

ことを示しており，木部を外部に露出させる枝打ち跡の傷とは質的に異なっていることを暗示しているよ

うに思われる。したがって，芽かきによる傷と発病との関係についてはなお不明の点が多く，キリ樹の生

理的変化と関連させて菌の侵入固定着・発病の各過程を経時的に解明してしべ必要がある。さらに，これ

は他の傷害部から発病する場合も同様と思われ，傷害の発生時期と発病あるいは傷発生後の時間的推移と

発病との関係など，傷害部から菌が侵入し感染が成立するまでの過程については，まだ完全に解明された

と』工L 、し、ヵ~tこ L 、。

北海道における腐らん病の特徴の一つに， 主幹頂部の二又分校部からの発病があげられる。キリは頂

芽より 2~3位下方の側芽が発達し，二又分校の枝ぶりになりやすい生長特性をもっている (四手井ら

1985) 。 このため，二文分枝問に頂芽がとり残されることになり，この頂芽部が菌の侵入口になっている

ものと考えられた。したがって，腐らん病菌に侵される前に，とり残された頂芽部を切り取り，さらに傷
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口を薬剤処理することにより，二又分枝部からの発病を予防できるのではなし、かと思われる。この処理時

期は，傷口の治ゆ効果などを考慮して，春先がよいと思われるが，実際に実証してみる必要があろう。

一方，以前から，気象害によって生じた表弱枯死部や傷害部は，腐らん病を誘発するとされており(永

井 1936) ，横沢ら (1980) は雪害による枝抜け，凍霜害による枯損校，ひょうによる校の傷跡を，重要な

発病要因にあげているo 北海道では，このような気象害が誘閏とみられる被害は樹冠部の枝では認められ

るものの，キリ主幹での発症例は，ごくまれにしか観察されなかった。調査地を設けた壮瞥町は，北海道

では温暖少雪な所として知られており，比較的気象条件に恵まれていたことが一因しているのではなL 、か

と推察された。しかし，各種の気象害は恒常的発生地以外の所でも，突発的に発生することがあるため，

とくに栽培地の選定にあたっては注意を払っていくことが必要であろう。

病斑部周囲のカノレスから分離を試みたところ， 11 月下旬・ 12 月上旬では腐らん病菌はまったく検出さ

れず師部の異常も認められないが， 3 月下旬では師部の軟化腐敗が相当進行しており，腐らん病菌の検出

率もほぼ 100% を示した。そして， 腐らん病菌はキリの 1 生長休止期に， 主軸方向に最大 80cm，最小

5cm，多くは1O~20 cm で，平均では 17cm 程度進展した。この病斑の進展程度の差異は ， Phomoρ 

SIS 菌が衰弱木に大きな病斑を形成したのと同様に，個々のキリの生理的活性の違いが影響を及ぼしたも

のと考えられる。

異なる温度条件下における接種試験の結果， 1日5 0 C では発病しても病斑の拡大は一時的であつたが， 5 

。OC 以下で

も同様に，キリの切枝を用いて病斑の形成程度を調べた結果，病斑の形成は 50C ・ 10 0C で大きく，これ

より高低温下では小さくなり， 25
0

C ・ 30
0

C では病斑らしきものが形成されないと報告している。さらに

陳野 (1981) らは， 11 月に腐らん病菌を付傷接種した結果 1 か月後の 12 月には菌糸の定着がみられ，

樹体温度が 50C 以上に上昇する 2 月下旬頃より病斑は急速に拡大し， これは 6 月まで続くことを明らか

tとしTこ。

以上の病斑の拡大時期については，いずれの報告も同様の結果を示しており，腐らん病菌はキリの生長

期に組織内を侵し進展できないという従来の知見を，明確に実証したものといえよう。

腐らん病菌の菌糸の生育と温度との関係を調べた報告は，古くは富樫ら (1933) のがあり，それによる

と腐らん病菌の生育適温は 22~270C，最高温度 30~320C，最低温度は 5 0C 以下となっている。一方，

北海道産腐らん病菌の PSA 培地上における生育適温は 20~250C にあり，他の病原菌に比べ OOC でも

よく生育できた。庄司 (1980) は， 青森県・岩手県産の分離菌を用いて， その生育適温は 20~250C ，

30 0C では劣ると報告してし、る。 さらに，林 (1983) の福島県産の分離菌を用いた試験では，生育適温は

25~280C ， 30 0C での生育も良好で、，病原性の強い菌株ほど低温下での生育が良好な傾向を示した。これ

らの結果は，腐らん病菌IH、ずれも好低温性の菌と考えられ，北の寒冷地ほど，低温に対する適応力がよ

り高いことを示しているといえる。
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図版説明

Explanation of plates 

Plate 1 

A. 調査したキリ幼齢林 (Plot II) 

View of young Paulownia tree stand. (Plot JI) 

B. キリの切り株にみられた腐朽被害

Stump of Paulownia tree showing the advanced stage of dacay. 

C. キリはその頂芽が発達せずに 2~3位下方の側芽が発達し，二又分校になりやすい生長特性を有し

ている

Two-year-old Paulownia tree showing a dichotomous growing at the top of trunk. 

D. 二又分校部から発病した枯れ下がり型の病斑

Valsa canker associated with a point of dichotomous branching on Paulownia trunk. 

E. 枯死校から発病した病斑

Valsa canker associated with a dead branch on Paulownia trunk. 

F. 芽かき跡から発病した 1 年目の陥没型病斑

One-year-old Valsa canker associated with a bud pruning scar on Paulownia tree. 

G. 芽かき跡から発病した 2 年目の病斑，樹皮を破って腐らん病菌の子のう殻が多数形成されている

Two-year-old Valsa canker associated with a bud pruning scar on Paulownia tree. Note 

the black perithecial stromata protruding from the bark at canker face. 

H. 芽かき跡から発病した 3 年目の病斑， 1 年目の病斑部は樹皮が剥げ落ちカルスの発達によって幹が

変形している(写真 A でみる右端のキリと同一木)

Lateral view of three-year-old Valsa canker on Paulownia tree, showing trunk distorｭ

tion caused by excessive callus formation and exposing a large area of wood. 

Plate 2 

A. 病患部の樹皮上に形成された腐らん病菌 (Valsa 抑ulowniae) の子のう殻

Closeup of black perithecial stromata of Valsa �aulowniae on cankerd bark. 

B. 腐らん病菌 (Valsa 世代)の子のう殻 (x45)

Vertical section of perithecial stromata of Valsa ρaulowniae. (X 45) 

C. 腐らん病菌 (Cytosβora 世代)の分生子殻 (x54) 

Vertical section of conidiomata of Valsa ρaulowniae. (x 54) 

D. 胴枯病菌 (Phomoρ'sis 世代)の分生子殻 (x 110) 

Vertical section of conidiomata of Dia戸orthe eres(=Phomo�sis). (x 110) 

E. Tubercularia sp. の分生子店 (x72) 

Vertical section of sporodochial conidiomata of Tubercularia sp ・. (x 72) 

F. 向上(ネグンドカエデ) (x 70) 

Vertical section of sporodochial conidiomata of Tubercularia sp. on Acer negundo. (x 70) 

G. さめ肌胴枯病菌 (Dothiorella 世代)の分生子殻 (x 100) 

Vertical section of conidiomata of Botryosρhaeria dothidea (=Dothiorella). (x 100) 

H. Dothiorella sp. (D-2) の分生子殻 (x 114) 

Vertical section of conidiomata of Dothiorella sp・. (x114) 

Plate 3 

A. 苗畑において，腐らん病菌 (Valsa ρaulowniae) をキリ 1 年生苗木に付傷接種し 5 か月後に形
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成された病斑

A sunken canker lesion that developed five months after wound inoculation with Valsa 

paulowniae in a nursery. 

B. lO oC の温室内において，腐らん病菌 (Valsa 仰ulowniae) をキリ 1 年生苗木に付傷接種し. 1 か

月後に形成された病斑 (xO.9)

A large necrotic canker lesion that developed one month after wound inoculation with 

Valsa ρaulowniae in a greenhouse controlled at lOoC. (x 0.9) 

C. lO o C の温室内において，腐らん病菌 (Valsa ρauloωniae) をキリ 1 年生苗木に付傷接種し. 9 か

月後に形成された病政E

A large necrotic canker lesion that developed nine months after wound inoculation with 

Valsa ρaulowniae in a greenhouse controlled at 10oC. 

D. 苗畑において . Tubercularia sp. をキロ 1 年生苗木に付傷接種し. 5 か月後に形成された病斑

A sunken canker lesion that developed 自ve months after wound inoculation with Tuberｭ

cularia sp. in a nursery. 

E. 同上

Ditto. 

F. 10 0 C の温室内において ， Tubercularia sp. をキリ 1 年生苗木に付傷接種し. 1 か月後に形成さ

れた病斑 (XO.9)

A large necrotic canker lesion that developed one month after wound inoculation with 

Tu方ercularia sp. in a greenhouse controlled at lOoC. (x 0.9) 

G. 15 0C の温室内において，胴枯病菌 (Phomoρ'sis) をキリ 1 年生苗木に付傷接種し. 1 か月後に形

成された病斑 (x 1.2) 

A small canker lesion that developed one month after wound inoculation with Diaporthe 

eres (=Phomoβsis) in a greenhouse controlled at 150C. (x 1.2) 

H. 15 0C の温室内において，さめ肌胴枯病菌 (Dothiorella) をキリ 1 生生苗木に付傷接種し. 1 か月

後に形成された病斑 (x1.2) 

A sma!1 canker lesion that developed one month after wound inoculation with Botryoｭ

sρhaeria dothidea (ニDothio何lla) in a greenhouse controlled at 150C. (x1.2) 

1. 15 0 C の温室内において ， Dothiorella sp. をキリ 1 年生苗木に付傷接種し 9 か月後に形成され

た病斑。カノレスの形成が見られる

A lesion that induced nine months after wound inoculation with Dothiorella sp. in a 

greenhouse controlled at 150C. 

The white tags mark the margin of the canker lesions. 
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Studies on canker diseases of Paulownia trees in Hokkaido, Japan 

Katsuhiko SASAKI(l) and Sei-ichi 乱1ATSUZAKI')

Summary 

Canker disease and its incidence in Paulownia trees were studied in the Iburi district of 

Hokkaido, the northern ]apan, during 1979 through 1981. Valsa paulo卸niae MIY ABE et HEMｭ

MI (=Cytospora) , Diaρorthe eres NIT. (=Phomoρ'sis imρ。-iales) ， Botryosρhaeria dothidea (MoUG. 

FR.) CES. et de NOT. (=Dethiorella) , Dothiorella sp. , and Tubercuralia sp. were found on the 
cankered or dead branches and stems of Paulownia trees. Of these, VaIsa paulowniae was 
the only fungus consistently associated with the stem canker of Paulownia trees and other 

fungi commonly found on the dead branch. 

As shown in Table 2, the plantation established on an isolated virgin stand (Plot III) has 

been completely free from the infection of Valsa 仰ulowniae for the past 5 years. Whereas 

the first and second generation stands (Plot 1 and II , respectively) estab!ished adjacentIy 

to the heavily diseased plantation were quickly infested with the canker disease caused by 

Valsa ρ'aulowniae. About a half of Plot 1 having 172 adult trees was infected with the 

canker disease. In the young stand planted in 1976 (Plot II) , 57 out of 78 trees (73%) 

were infected with Valsa canker and 10 (13%) died during the 3 years investigation. 

The development of stem cankers was c10sely associated with bud pruning scars, branch 

stubs , dead buds at the crotch, frost cracks, and other injuries. From the field observaｭ

tions in Plot II , 41% of stem cankers had started from the bud pruning scars , 14% from 

the branch stubs, 28% from the dead buds at the crotch , 10% from the frost cracks , and 

7% from the other injuries (Table 7). 

Active canker lesions, which were developed from the crotch at the top of stem, often 

extend downward and resulted in the death of more than half of stem in young trees. 

Lesions developed from the bud prunings are eIliptic at first , then soon enlarge and often 

kil1 the young trees by girdling. On adult trees, stem Iesions are often estab!ish巴d from the 

spread of the fungus through the base of dead twigs and branches. These Iesions com 

monly developed to perennial cankers with distinctive concentric zones, from the continued 
alteration between necrosis of bark tissues caused by the fungus in dormant seasons of 

Paulownia trees and the growth of host callus in growing seasons. Annual enlargement of 

the Iesions in Valsa canker of Paulownia trees ranged from 5 to 80 cm in longitudinal axis 

and was 17 cm in average. 

Seasonal variation of asocspore- and pycnospore-production in Valsa pauloωmae was 

found. Vigorous perithecial production was observed twice a year, namely in May and in 

September. On the other hand , pycnospores of the fungus were observed throughout the 
year without any speciaI dispersal peak. 

Pathogenicity of the 5 fungi listed above was tested in using 1-year-old Paulownia cutｭ

ting stocks. In these inoculation tests, isolates of Valsa 戸'aulowniae and Tubercuralia sp. 
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showed c1ear1y positive results. They developed distinct Iesions through the wound or burnｭ

ing wound , whereas no Iesions resulted from the inoculations onto the sound stems. When 

the inoculated cutting stocks were kept at lOo C, marked extension of the Iesions was reｭ

corded, whereas the Iesions estab!ished at above 15 0 C, stopped their enlargement after 2 

months from the inoculation. Diaρorthe eres, Botryosρhaeria dothidea , and Dothiorella sp. 

showed weak parasitism on the inoculated young stocks. During the 古eld survey, the 
canker Iesion caused by Tubercuralia sp. was never found , though the fungus showed disｭ
tinct pathogenicity to Paulownia trees in the inoculation test. One of the reasons of this 

discrepancy may be attributed to the c1ear separation between the formation of bud pruning 

scars in summer and the production of pycnospores in autumn. 
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